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建築BIM環境整備部会（部会①）今後の予定について

第18回 7/18第18回 7/18 第19回 10/30第19回 10/30 第21回 ３月頃第21回 ３月頃

○ガイドライン（素案）

○入出力基準（素案）

○設計者チェックリスト（素案）

○ガイドライン（素案）

○入出力基準（素案）

○設計者チェックリスト（素案）

第７回戦略WGの報告内容第７回戦略WGの報告内容

進捗報告の内容（案） ※主要なものを記載しており下記以外の進捗報告もTFの判断により行う。

○検討体制
○工程表、タスク一覧

第６回 ５/９第６回 ５/９
第20回 12月頃第20回 12月頃

○ガイドライン（意見照会反映）

○入出力基準（意見照会反映）

○設計者チェックリスト（意見照会等反映）

○BIMデータ審査の進捗

○ガイドライン（意見照会反映）

○入出力基準（意見照会反映）

○設計者チェックリスト（意見照会等反映）

○BIMデータ審査の進捗

第９回戦略WGの報告内容第９回戦略WGの報告内容

○ガイドライン（案）
○入出力基準（案）
○設計者チェックリスト（案）
○申請・審査用マニュアル（素案）
○確認申請用CDEの進捗（内部設計）
○BIMデータ審査の定義（案）
○BIMデータ審査用IFC・CDEプロトタイプ

○ガイドライン（案）
○入出力基準（案）
○設計者チェックリスト（案）
○申請・審査用マニュアル（素案）
○確認申請用CDEの進捗（内部設計）
○BIMデータ審査の定義（案）
○BIMデータ審査用IFC・CDEプロトタイプ

第10回戦略WGの報告内容第10回戦略WGの報告内容

○TFからの進捗報告
○進捗確認 等

第７回戦略WG 7/10第７回戦略WG 7/10

○TFからの進捗報告
○進捗確認 等

第８回戦略WG 10/18第８回戦略WG 10/18

○TFからの進捗報告
○進捗確認 等

第９回戦略WG 12月頃第９回戦略WG 12月頃

○TFからの進捗報告
○進捗確認 等

第10回戦略WG 2月頃第10回戦略WG 2月頃

○工程表、タスク一覧

○標準パラメータリストの進捗状況

○工程表、タスク一覧

○標準パラメータリストの進捗状況

第７回戦略WGの報告内容第７回戦略WGの報告内容

○標準属性項目リスト（たたき台）

○ソフトウェア間での連携に関する検

討の進捗状況

○外部データとの連携に関する

検討の進捗状況

○標準属性項目リスト（たたき台）

○ソフトウェア間での連携に関する検

討の進捗状況

○外部データとの連携に関する

検討の進捗状況

第８回戦略WGの報告内容第８回戦略WGの報告内容

○標準属性項目リスト（素案）

○ソフトウェア間での連携に関する

 検討の進捗状況

○外部データとの連携に関する

検討の進捗状況

○標準属性項目リスト（素案）

○ソフトウェア間での連携に関する

 検討の進捗状況

○外部データとの連携に関する

検討の進捗状況

第９回戦略WGの報告内容第９回戦略WGの報告内容

○標準属性項目リスト（案）

○ソフトウェア間での連携に関する

 検討成果（連携仕様書）

○外部データとの連携に関する

検討成果（連携仕様書）

○標準属性項目リスト（案）

○ソフトウェア間での連携に関する

 検討成果（連携仕様書）

○外部データとの連携に関する

検討成果（連携仕様書）

第10回戦略WGの報告内容第10回戦略WGの報告内容

○申請・審査マニュアル構成案

○確認申請用CDEの進捗（外部設計）

○申請・審査マニュアル構成案

○確認申請用CDEの進捗（外部設計）

第８回戦略WGの報告内容第８回戦略WGの報告内容

ガイドライン（素案）、入力基準（素案）、
設計者チェックリスト（素案）等の意見照会

標準パラメータリスト（たたき台）意見照会
（作成に協力した協力関係団体には7～９月に事前実施）



標準属性項⽬リストに関する意⾒

照会について
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標準属性項⽬リストに関する意⾒照会について
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• 標準属性項目リストに係る周知、及び入
出力基準・解説書をより実効性のあるも
のとすること等を目的とし、右資料を建
築BIM推進会議webページに公開し、関係
団体を通じた意見照会を行います。

• この機会を利用して、質問やご意見等を
お寄せください。

• 頂いた質問やご意見は、今後の検討の参
考といたします。

■意見照会の対象資料：建築BIM推進会議HPに
公開
⚫標準化TF_概要書_たたき台.pdf

⚫標準化TF_標準属性項目リスト_統合_たたき台.xlsx

⚫標準化TF_標準属性項目リスト_統合_たたき台.pdf

⚫標準化TF_属性項目解説書_たたき台_00共通.pdf

⚫標準化TF_属性項目解説書_たたき台_01意匠.pdf

⚫標準化TF_属性項目解説書_たたき台_02構造.pdf

⚫標準化TF_属性項目解説書_たたき台_03設備.pdf

■スケジュール案
⚫ 2024年11月頭：webページ公開

⚫ 2024年11月末：意見提出締め切り

⚫ 2025年03月中：意見に対する回答の公開

※ 頂戴した意見書を元に標準化TFより個別確認や質疑などを行わせていただく場合がござ
います。その際には、引き続きご協力をよろしくお願いいたします。



建築分野におけるBIMの活用・
普及状況の実態調査について
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建築分野におけるBIMの活用・普及状況 実態調査について

➢ アンケート名
BIMの活用状況・普及拡大に関するアンケート

➢ 調査目的
現時点での建築分野におけるBIMの活用状況や活用における課題等を把握・整理
両年度調査との比較により、普及状況と今後の普及に向けた課題について分析

➢ 実施時期
令和２年度：令和２年12月11日～令和３年１月13日
令和４年度：令和４年11月17日～令和４年12月16日

➢ 実施方法
 建築BIM推進会議に参加する下記の13団体に、広く会員の回答を依頼。
 特に、団体ごとに各会員の関係部署単位での回答を依頼。

団体名 回答依頼部署

設計関係
団体（７
団体）

（公社）日本建築士会連合会

意匠設計関連部署（一社）日本建築士事務所協
会連合会

（公社）日本建築家協会

（一社）日本建築構造技術者
協会 構造設計関連部署

（一社）日本設備設計事務所
協会連合会

設備設計関連部署
（一社）建築設備技術者協会

（公社）日本建築積算協会 積算業務関連部署

団体名 回答依頼部署

施工関係
団体
（４団体）

（一社）日本建設業連合会 ①設計関連部署
②施工関連部署

（一社）全国建設業協会 施工関連部署

（一社）日本空調衛生
工事業協会 空調衛生工事関連部署

（一社）日本電設工業協会 電気設備工事関連部署

維持管
理・
発注者
関係団体
等（２団
体）

（一社）住宅生産団体連合
会 戸建住宅関連部署

（公社）日本ファシリティ
マネジメント協会

ファシリティマネジメ
ント

関連部署

〇令和２年度及び令和４年度に、建築分野におけるBIMの活用・普及状況を確認す
るため、アンケートによる下記の実態調査を実施した。



〇【導入済】BIMを活用する建築物等の特徴として、
✓ Ｓ造・ＲＣ造と比較して木造での活用が少ない。
✓ 住宅用途の活用が少ない。

〇【未導入】導入していない理由として、現状CAD等で業務が で
きていることや、習熟までの業務負担の大きさ、発注者や業務
上の関係者から活用を求められていないことが挙げられている。

令和４年度実態調査 結果について
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令和４年度時点のBIM活用状況
〇 BIMの導入率については、48.4％が導入していると回答。
✓ 設計分野については、総合設計事務所の導入率が約８割、専門設計事務所が約4割。

（専門設計事務所では、意匠事務所に比べ、構造・設備・積算事務所の導入率が低い）
✓ 施工分野については、総合建設業は約４割、専門工事会社は約６割。
✓ 企業規模別では、100人以上の企業が７割以上となっている一方で、100人以下の企業では約３割にとどまっている。

48.4

81.4

41.3

41.1

60.0

50.4

17.4

58.2

58.3

38.9

1.1

1.2

0.5

0.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体[n=696]

総合設計事務所[n=86]

専門設計事務所[n=184]

総合建設業[n=302]

専門工事会社[n=95]

41
116

215
134

176
132

108
144

77
61

戸建住宅
共同住宅

事務所
商業施設

工場
学校
病院

庁舎・公共施設
ホテル・旅館

その他

259
237

125
88

63
26

S造
RC造

SRC造
木造

混構造
その他

197
160

103
164
161

68
178

62
69

38
25

36
58

143
91

28
28

90
41

比較的簡単な形状の建築物
比較的複雑な形状の建築物

比較的繰り返しの操作・作業が多い建築物
比較的規模が小さい建築物
比較的規模が大きい建築物

自社・関連会社の建築物
スケジュールに余裕がある建築物
スケジュールに余裕がない建築物

発注者が竣工後も自己保有・維持管理する建築物
竣工後に改修工事が多く想定される建築物

竣工後にレイアウト変更が多く想定される建築物
過去の図面や同一敷地内の他の建築物にBIMが活用されている場合

関連事業者がBIMを活用できる場合
民間事業の場合
公共事業の場合
PFI事業の場合
JV事業の場合

設計施工一括方式の場合
その他

92

125

166

264

213

36

165

165

186

134

100

96

285

211

123

72

57

63

27

BIMが何に活用できるのかを詳しく知らないため

BIMで業務を行うために何から始めればよいかわからないため

BIMの導入効果を詳しく知らないため

CAD等で現状問題なく業務を行うことができているため

BIMを習熟するまで業務負担が大きいため

BIMを活用せずに高効率な業務体制等を構築できているため

投資する費用を超える生産性向上効果等が現状見込めないため

投資する費用を超える生産性向上効果等がわからないため

BIMを活用する人材がいないため、人材育成・雇用に費用がかかるため

BIMのソフト等の購入・維持に高額な費用がかかるため

BIMのソフト等の購入・維持に必要な費用がわからないため

BIM活用のためのICT機器の導入・維持に費用がかかるため

発注者からBIM活用を求められていないため

業務上の関係者からBIM活用を求められていないため

他の同規模同業者がBIM活用を進めていないため

確認申請において紙やPDFへの出力が必要であるため

従来の図面等と比べて長期的な真正性や見読性が不安であるため

部材の製作へのBIMデータの活用が見込めないため

その他

【導入済】 【未導入】 不明



４．調査概要（主な調査項目）
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令和６年度 実態調査実施方針（案）

１．調査目的
• 現時点での建築分野におけるBIMの活用状況

や活用における課題等を把握・整理、過年
度調査との比較により、普及状況と今後の
普及に向けた課題について分析する。

２．回答期間
• 令和６年12月中旬～約１ヶ月程度

３．調査の進め方
• 建築BIM推進会議に参加する13団体に、回答

頂く会員のリスト化・配布・調査項目の確
認等へのご協力を依頼（特に団体ごとに、
各会員の関係部署単位での回答を依頼）

• 配布：Email（Excel調査票を各団体から配
布）

• 回収：Email（ Excel調査票を事務局宛てに
送付）

1）回答企業・部署などの概要とBIMの導入状況

• 所属団体、企業の属性・規模

• 回答者の所属部署の属性・規模・年間受注案件数

• 企業のBIMの導入状況

2）所属部署でのBIM活用状況等
• 導入時期、きっかけ、活用状況
• BIM活用の評価、効果
• 対象建築物の概要、
  活用のフェーズ
• 活用する案件・人数の割合
• データ連携の有無と手法
• データ保管ルールの有無
• 活用推進に向けた取組・教育
• 今後のBIM普及への期待
• 推進会議や各部会の取組の認知度

3）今後のBIM導入
• 今後の導入予定
• 導入に至らない理由
• 導入予定・興味が
ある場合、導入判断の

  契機
• 推進会議や各部会の

取組の認知度

導入している 導入していない

〇令和６年度においても、継続的に建築分野におけるBIMの活用・普及状況を確認するため、アンケート
による実態調査を実施したい。

〇前回調査以降の変化を把握するため、前回の調査項目を原則として踏襲、建築BIM推進会議にご参加い
ただいている団体の会員にご協力をお願いする予定。

○回収数を増やすため、前回の配布対象より、幅を広げて配布していただくことについて、各団体にご
協力をお願いする予定。



ガイドラインの改定について
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ガイドライン改定について

建築BIMの将来像と工程表
建築分野におけるBIMの標準ワークフローと

その活用方策に関するガイドライン
その他

令和元（2019）年度
今後、建築業界における共通認識として目指し
ていく将来像と、将来像を実現するための取
組・工程を整理し、「建築BIMの将来像と工程
表」としてとりまとめ (令和元年９月)

BIMのプロセス横断的な活用に向け、関係者の役割・責
任分担等の明確化等を図るための標準ワークフロー、
BIMデータの受け渡しルール、想定されるメリット等を
内容とするガイドラインを策定（令和2年3月）

令和２（2020）年度
BIMモデル事業※（ガイド
ライン第１版に基づく検
証・分析）

令和３（2021）年度

BIMモデル事業※において、ガイドライン（第１版）を
実際の様々な建築プロジェクトに活用し、標準ワーク
フローに沿ってBIMを活用した場合のメリットや、実運
用に際した留意点が明らかとなったことから、第２版
への改定を実施（令和４年３月）

同上

令和４（2022）年度

策定から３年半が経過し、一定の成果が得られ
た一方、社会状況の変化等の様々な課題が顕在
化しており、また、政府方針としてBIMデータ
の利用拡大が示されたことを受け、さらなる
BIMの利用拡大に向け、改定（増補）を実施(令
和５年３月)

BIMモデル事業※（ガイド
ライン第２版に基づく検
証・分析）
中小事業者によるBIM導
入・活用に向けたステッ
プ案の公開

令和５（2023）年度

BIMモデル事業効果検証・
課題分析事例集の公開
BIM加速化事業の事業者登
録開始

令和６（2024）年度 令和７年度中の改定に向けて、改定の骨子を整理

令和７（2025）年度 ガイドラインの改定を実施 BIM図面審査開始

9

○令和７（2025）年度中に、ガイドラインの改定を実施する。
〇令和６（2024）年度には、改定に向け、ガイドライン改定の骨子（改定の項目候補及び
方向性、あるいは論点）の整理を行う。

※BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス円滑化モデル事業■建築BIM推進に関する建築BIM推進会議・環境整備部会のこれまでの取組の概要



ガイドライン改定 主な改定の項目と改定のイメージ
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①ガイドライン（第２
版）において、「今
後の検討課題」とさ
れたもの

②建築BIMの将来像と
工程表 ロードマップ
に示されたもの

③その他
・ISOや諸外国におけるガ
イドラインと比較して
不足する項目

・前回の改定において記
述の充実が図られたも
の

• 環境整備部会におけ
る意見とこれまでの
調査・検討状況を踏
まえ、記載の充実や
更新が可能なものに
ついて、各部会・団
体の調査・検討成果
を反映

• 審査ＴＦ・標準化Ｔ
Ｆ、および維持管理
運用段階のデジタル
化の検討成果を反映

• 環境整備部会におけ
る意見とこれまでの
調査・検討状況を踏
まえ、 必要に応じ、
第２版改定以降の調
査・検討成果を反映

主な項目
のイメー
ジ(案)

改定の
イメージ
(案）)
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全体工程 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

環境
整備部会
（部会１）

第18回 7/18第18回 7/18 第19回 10/30第19回 10/30 第21回 ３月頃第21回 ３月頃第20回 12月頃第20回 12月頃

• 既存の検討成果
の整理の共有

• ガイドライン改
定の主な項目案
と大まかな方向
性について
整理・提示

• ガイドライン改
訂骨子案につい
て意見交換

→ガイドライン改定
骨子の整理

■今後の進め方について（案）

○第20回 建築環境整備部会では、既存の検討成果の整理を共有し、次年度の改訂に向け
てガイドライン改定の主な項目案と大まかな方向性について整理・提示。

○第21回 建築環境整備部会では、ガイドライン改定骨子（改定の項目案及び大まかな改
定の方向性あるいは論点）の整理を行う。

○具体的な改訂内容の検討は、次年度に実施。
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